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 職員の勤務時間に関する規程の一部を改正する訓令を次のように定める。 

  令和３年12月28日 

岩手県知事 達 増 拓 也  

   職員の勤務時間に関する規程の一部を改正する訓令 

 職員の勤務時間に関する規程（昭和38年岩手県訓令第６号）の一部を次のように改正する。 

改正前 改正後 

 （勤務時間の割振り）  （勤務時間の割振り） 

第２条 ［略］ 第２条 ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

 ３ 前項の規定にかかわらず、職員から申出があり、かつ、所

属長が承認した場合には、第１項に規定する勤務時間中に午

前11時30分又は午後０時30分から１時間の休憩時間を置くこ

とができる。 

３ 子育て、介護、通勤等に関する特別の事情がある職員から

申出があり、かつ、所属長が承認した場合には、前項に規定

する休憩時間を45分に短縮することができる。この場合にお

ける当該職員の勤務時間の終了時刻は、第１項に規定する勤

務時間の終了時刻の15分前とする。 

４ 子育て、介護、通勤等に関する特別の事情がある職員から

申出があり、かつ、所属長が承認した場合には、第２項又は

前項に規定する休憩時間を45分に短縮することができる。こ

の場合における当該職員の勤務時間の終了時刻は、第１項に

規定する勤務時間の終了時刻の15分前とする。 

 （育児短時間勤務職員等及び短時間勤務職員の勤務時間の割

振り及び週休日の指定） 

 （育児短時間勤務職員等及び短時間勤務職員の勤務時間の割

振り及び週休日の指定） 

第２条の２ 第３条、第７条から第９条まで及び第13条に定め

るもののほか、地方公務員の育児休業等に関する法律（平成

３年法律第110号）第10条第３項の規定により同条第１項に

規定する育児短時間勤務（以下「育児短時間勤務」という。

）の承認を受けた職員（同法第17条の規定による短時間勤務

をすることとなった職員を含む。以下「育児短時間勤務職員

等」という。）の勤務時間の割振りは当該承認を受けた育児

短時間勤務の内容（同法第17条の規定による短時間勤務をす

ることとなった職員にあっては、同条の規定によりすること

となった短時間勤務の内容。以下「育児短時間勤務等の内容

」という。）に従い１日につき７時間45分の範囲内で、地方

公務員法（昭和25年法律第261号）第28条の５第１項に規定

する短時間勤務の職を占める職員（以下「短時間勤務職員」

という。）の勤務時間の割振りは１日につき７時間45分の範

囲内で所属長が定めるものとする。 

第２条の２ 第３条、第３条の２、第７条から第９条まで及び

第13条に定めるもののほか、地方公務員の育児休業等に関す

る法律（平成３年法律第110号）第10条第３項の規定により

同条第１項に規定する育児短時間勤務（以下「育児短時間勤

務」という。）の承認を受けた職員（同法第17条の規定によ

る短時間勤務をすることとなった職員を含む。以下「育児短

時間勤務職員等」という。）の勤務時間の割振りは当該承認

を受けた育児短時間勤務の内容（同法第17条の規定による短

時間勤務をすることとなった職員にあっては、同条の規定に

よりすることとなった短時間勤務の内容。以下「育児短時間

勤務等の内容」という。）に従い１日につき７時間45分の範

囲内で、地方公務員法（昭和25年法律第261号）第28条の５

第１項に規定する短時間勤務の職を占める職員（以下「短時

間勤務職員」という。）の勤務時間の割振りは１日につき７

時間45分の範囲内で所属長が定めるものとする。 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ 前条第３項の規定は、前項に規定する休憩時間について準 ３ 前条第４項の規定は、前項に規定する休憩時間について準



用する。この場合において、同条第３項中「第１項に規定す

る」とあるのは、「第２条の２第１項の規定により割り振ら

れた」と読み替えるものとする。 

用する。この場合において、同条第４項中「第１項に規定す

る」とあるのは、「第２条の２第１項の規定により割り振ら

れた」と読み替えるものとする。 

 （試験研究機関等に勤務する研究職員等の勤務時間の割振り

の特例に基づく休憩時間） 

 （試験研究機関等に勤務する研究職員等の勤務時間の割振り

の特例に基づく休憩時間） 

第３条 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例（平成６

年岩手県条例第57号）第３条第３項の規定に基づき割り振ら

れた勤務時間中には、その勤務時間が、７時間45分を超える

場合にあっては所属長の定めるところにより１時間以上の、

７時間45分以内である場合にあっては所属長の定めるところ

により１時間の休憩時間を置く。 

第３条 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例（平成６

年岩手県条例第57号。以下「条例」という。）第３条第３項

の規定に基づき割り振られた勤務時間中には、その勤務時間

が、７時間45分を超える場合にあっては所属長の定めるとこ

ろにより１時間以上の、７時間45分以内である場合にあって

は所属長の定めるところにより１時間の休憩時間を置く。 

２ 第２条第３項の規定は、前項に規定する勤務時間が７時間

45分以内である場合の休憩時間について準用する。この場合

において、同条第３項中「第１項」とあるのは、「第３条第

１項」と読み替えるものとする。 

２ 第２条第４項の規定は、前項に規定する勤務時間が７時間

45分以内である場合の休憩時間について準用する。この場合

において、同条第４項中「第１項」とあるのは、「第３条第

１項」と読み替えるものとする。 

   （子の養育又は配偶者等の介護をする職員等の勤務時間の割

振りの特例に基づく休憩時間） 

 第３条の２ 条例第３条第４項の規定に基づき割り振られた勤

務時間中には、その勤務時間が、７時間45分を超える場合に

あっては所属長の定めるところにより１時間以上の、７時間

45分以内である場合にあっては所属長の定めるところにより

１時間の休憩時間を置く。ただし、職員の勤務時間、休日及

び休暇に関する規則（平成６年岩手県人事委員会規則第30号

）第４条の４第１項第２号ただし書に規定する特例対象日に

おいて勤務時間が６時間未満である場合は、この限りでない

。 

 ２ 第２条第４項の規定は、前項本文に規定する勤務時間が７

時間45分以内である場合の休憩時間について準用する。この

場合において、同条第４項中「第１項」とあるのは、「第３

条の２第１項本文」と読み替えるものとする。 

 （ふるさと振興部国際室に勤務し、旅券事務に従事する職員

の勤務時間の割振り） 

 （ふるさと振興部国際室に勤務し、旅券事務に従事する職員

の勤務時間の割振り） 

第５条 ［略］ 第５条 ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ 第２条第３項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第３項中「第１項」とあ

るのは、「第５条第１項」と読み替えるものとする。 

３ 第２条第４項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第４項中「第１項」とあ

るのは、「第５条第１項」と読み替えるものとする。 

 （東京事務所に勤務する職員の勤務時間の割振り）  （東京事務所に勤務する職員の勤務時間の割振り） 

第５条の４ ［略］ 第５条の４ ［略］ 

２ 前項に規定する勤務時間中に第２条第２項の規定による休

憩時間を置く。 

２ 前項に規定する勤務時間中に第２条第２項又は第３項の規

定による休憩時間を置く。 



３ 第２条第３項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第３項中「第１項」とあ

るのは、「第５条の４第１項」と読み替えるものとする。 

３ 第２条第４項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第４項中「第１項」とあ

るのは、「第５条の４第１項」と読み替えるものとする。 

 （大阪事務所、名古屋事務所又は福岡事務所に勤務する職員

の勤務時間の割振り） 

 （大阪事務所、名古屋事務所又は福岡事務所に勤務する職員

の勤務時間の割振り） 

第５条の５ ［略］ 第５条の５ ［略］ 

２ 前項に規定する勤務時間中に第２条第２項の規定による休

憩時間を置く。 

２ 前項に規定する勤務時間中に第２条第２項又は第３項の規

定による休憩時間を置く。 

３ 第２条第３項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第３項中「第１項」とあ

るのは、「第５条の５第１項」と読み替えるものとする。 

３ 第２条第４項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第４項中「第１項」とあ

るのは、「第５条の５第１項」と読み替えるものとする。 

 （夜間における業務に従事する職員の勤務時間の割振り）  （夜間における業務に従事する職員の勤務時間の割振り） 

第６条 ［略］ 第６条 ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ 前２項の規定により割り振られた勤務時間中に第２条第２

項の規定による休憩時間を置く。ただし、勤務時間の開始時

刻が正午以後である職員にあっては、所属長の定めるところ

により、１時間の休憩時間を置く。 

３ 前２項の規定により割り振られた勤務時間中に第２条第２

項又は第３項の規定による休憩時間を置く。ただし、勤務時

間の開始時刻が正午以後である職員にあっては、所属長の定

めるところにより、１時間の休憩時間を置く。 

４ 第２条第３項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第３項中「第１項に規定

する」とあるのは、「第６条第１項及び第２項の規定により

割り振られた」と読み替えるものとする。 

４ 第２条第４項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第４項中「第１項に規定

する」とあるのは、「第６条第１項及び第２項の規定により

割り振られた」と読み替えるものとする。 

 （杜陵学園に勤務し、入所者の自立支援に従事する職員の勤

務時間の割振り） 

 （杜陵学園に勤務し、入所者の自立支援に従事する職員の勤

務時間の割振り） 

第７条 ［略］ 第７条 ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ 第２条第３項の規定は、前項に規定する勤務時間が６時間

以上７時間45分以内である場合の休憩時間について準用する

。この場合において、同条第３項中「第１項に規定する」と

あるのは、「第７条第１項の規定により割り振られた」と読

み替えるものとする。 

３ 第２条第４項の規定は、前項に規定する勤務時間が６時間

以上７時間45分以内である場合の休憩時間について準用する

。この場合において、同条第４項中「第１項に規定する」と

あるのは、「第７条第１項の規定により割り振られた」と読

み替えるものとする。 

 （水産技術センターに勤務し、漁業指導船に乗船する職員の

勤務時間の割振り） 

 （水産技術センターに勤務し、漁業指導船に乗船する職員の

勤務時間の割振り） 

第８条 ［略］ 第８条 ［略］ 

２・３ ［略］ ２・３ ［略］ 

４ 第２条第３項の規定は、前項に規定する勤務時間が６時間

以上７時間45分以内である場合の休憩時間について準用する

。この場合において、同条第３項中「第１項に規定する」と

あるのは、「第８条第１項又は第２項の規定により割り振ら

れた」と読み替えるものとする。 

４ 第２条第４項の規定は、前項に規定する勤務時間が６時間

以上７時間45分以内である場合の休憩時間について準用する

。この場合において、同条第４項中「第１項に規定する」と

あるのは、「第８条第１項又は第２項の規定により割り振ら

れた」と読み替えるものとする。 

 （復興防災部消防安全課等に勤務し、特殊な職務又は業務に  （復興防災部消防安全課等に勤務し、特殊な職務又は業務に



従事する者の勤務時間の割振り） 従事する者の勤務時間の割振り） 

第９条 復興防災部消防安全課、県南広域振興局農政部北上農

村整備センター、食肉衛生検査所、県民生活センター、福祉

総合相談センター、児童相談所、漁業取締事務所、農業研究

センター、水産技術センター又は花巻空港事務所に勤務し、

次に掲げる職の職務又は業務に従事する者で所属長の指定す

るものの勤務時間の割振りは、所属長の定めるところにより

、１週間のうち５日について、勤務１日につき休憩時間を除

き７時間45分とする。ただし、業務の都合上やむを得ないと

きは、１週間のうち６日について、勤務１日につき休憩時間

を除き７時間45分の範囲内で、別に割り振ることができる。 

第９条 復興防災部消防安全課、県南広域振興局農政部北上農

村整備センター、食肉衛生検査所、県民生活センター、福祉

総合相談センター、児童相談所、漁業取締事務所、農業研究

センター、水産技術センター又は花巻空港事務所に勤務し、

次に掲げる職の職務又は業務に従事する者で所属長の指定す

るものの勤務時間の割振りは、所属長の定めるところにより

、１週間のうち５日について、勤務１日につき休憩時間を除

き７時間45分とする。ただし、業務の都合上やむを得ないと

きは、１週間のうち６日について、勤務１日につき休憩時間

を除き７時間45分の範囲内で、別に割り振ることができる。 

 (１)・(２) ［略］  (１)・(２) ［略］ 

 (３) 食鳥検査員  (３) と畜検査員又は食鳥検査員 

 (４)～(９) ［略］  (４)～(９) ［略］ 

２ ［略］ ２ ［略］ 

３ 第２条第３項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第３項中「第１項に規定

する」とあるのは、「第９条第１項の規定により割り振られ

た」と読み替えるものとする。 

３ 第２条第４項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第４項中「第１項に規定

する」とあるのは、「第９条第１項の規定により割り振られ

た」と読み替えるものとする。 

 （特別の形態によって勤務する必要のある職員の週休日の指

定） 

 （特別の形態によって勤務する必要のある職員の週休日の指

定） 

第10条 前３条の規定の適用を受ける職員については、１週間

につき１日以上の割合で所属長の指定する日を、週休日とす

る。 

第10条 前３条の規定の適用を受ける職員及び東日本大震災津

波伝承館に勤務する職員については、１週間につき１日以上

の割合で所属長の指定する日を、週休日とする。 

２ ［略］ ２ ［略］ 

 （子育て、介護等を行う職員の早出遅出勤務における勤務時

間の割振りの特例に基づく休憩時間） 

 （子育て、介護等を行う職員の早出遅出勤務における勤務時

間の割振りの特例に基づく休憩時間） 

第11条の２ 職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例第９

条の２の２の規定に基づき割り振られた勤務時間中に第２条

第２項の規定による休憩時間を置く。 

第11条の２ 条例第９条の２の２の規定に基づき割り振られた

勤務時間中に第２条第２項又は第３項の規定による休憩時間

を置く。 

２ 第２条第３項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第３項中「第１項」とあ

るのは、「第11条の２第１項」と読み替えるものとする。 

２ 第２条第４項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第４項中「第１項」とあ

るのは、「第11条の２第１項」と読み替えるものとする。 

 （子育て等の事情がある職員の勤務時間の割振りの特例）  （子育て等の事情がある職員の勤務時間の割振りの特例） 

第12条 ［略］ 第12条 ［略］ 

２ 前項に規定する勤務時間中に第２条第２項の規定による休

憩時間を置く。 

２ 前項に規定する勤務時間中に第２条第２項又は第３項の規

定による休憩時間を置く。 

３ 第２条第３項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第３項中「第１項」とあ

るのは、「第12条第１項」と読み替えるものとする。 

３ 第２条第４項の規定は、前項に規定する休憩時間について

準用する。この場合において、同条第４項中「第１項」とあ

るのは、「第12条第１項」と読み替えるものとする。 

 （第１号会計年度任用職員の勤務時間の割振り）  （第１号会計年度任用職員の勤務時間の割振り） 



第14条 第１号会計年度任用職員の勤務時間の割振りについて

は、職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の適用を受

ける職員との権衡を考慮して、所属長が別に定めることがで

きる。 

第14条 第１号会計年度任用職員の勤務時間の割振りについて

は、条例の適用を受ける職員との権衡を考慮して、所属長が

別に定めることができる。 

備考 改正部分は、下線の部分である。 

   附 則 

 この訓令は、令和４年１月１日から施行する。 
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